


製本体験シリーズ第4弾！
じゃばらの本をつくろう！
ご朱印帳に、スタンプ帳に、この夏大活躍間違い
なしのじゃばらの本を作ります。
日　時：7月23日（日）14：00 ～15：30
参加費：小学生以下・友の会会員1300円、
　　　　中学生以上1600円（入館料込み）
※招待券等の利用による参加費割引は行っておりません。新史料で読む安政大地震

日　時：7月30日（日）14：00 ～15：30
講　師：佐藤  孝之（東京大学史料編纂所教授）
参加費：無料（別途入館料がかかります）

落語で知ろう！江戸の災害・防災
日　時：7月16日（日）14：00 ～15：30
講　師：三遊亭  好吉（落語家）
参加費：無料（別途入館料がかかります）

気象予報士あまたつのお天気ラボ
～めざせ！気象予報士　大実験もある！～
日　時：5月14日（日）、6月25日（日）
　　　　①11：00 ～　②14：00 ～　
※開催日ごとに内容が異なります。両日とも1日2回開催、各回90分予定。
対象年齢：5歳～小学6年生
参 加 費：3500円(入館料込）
　　　　　　　　※付き添いの保護者はミュージアム入館料が別途必要です。
講　　師：天達  武史（気象予報士）
平成17年10月より、フジテレビ
系列「とくダネ！」に出演中。
天気の「天」に達人の「達」。天気の
達人を目指している。
2016年「好きなお天気キャスター」第2位。

イベント情報

上記のイベントはすべて事前のお申し込みが
必要です。
内容・日時等は変更になる場合がございます。
詳細は、ホームページをご覧ください。

東洋文庫

◆あわせてご利用ください
＊ミュージアムショップ
　「マルコ・ポーロ」
　(10:00 ～ 19:00)
＊レストラン
　「オリエント･カフェ」
　(11:30 ～ 21:30)
　03-3942-0400
　ご予約の際はレストランに
　直接お電話ください

交通案内 : 
駒込駅（JR山手線南口、東京メトロ南北線 2番出口）
徒歩 8分
千石駅（都営地下鉄三田線A4番出口）徒歩７分

〒113-0021 東京都文京区本駒込 2-28-21
TEL：03-3942-0280                     
http://www.toyo-bunko.or.jp/museum/ 

展覧会相互割引のご案内
永青文庫
『熊本城　加藤清正と細川家』展
会　期：2017年6月4日（日）まで
文京区内にある永青文庫にて、
熊本地震から1年にあわせた展
覧会を開催しています。
東洋文庫の入館レシートの提示
で「熊本城」展の入館料が、永
青文庫の半券の提示で「安政の
大地震」展の入館料がそれぞれ
100円引きになります。
東洋文庫から永青文庫へは都営
バス「上58早稲田方面」行きで一
本です（「関口一丁目」下車）。
永青文庫：電話03-3941-0850

絶体絶命のピンチを救ったのは神風（暴風）だった？！
『夷伐神風ノ図（蒙古襲来図）』歌川国周　19世紀後半

飢饉の対策マニュアルといえばこの一冊
『民間備荒録』建部清庵　1789年

オランダ人駐在員に衝撃を与えた浅間山の大噴火
『日本風俗図誌』ティツィング　1822年

地震のお守りとしてご利益あり？秘蔵の鯰絵を初公開！
（左）『安政天下泰平』、（右）『しんよし原  大なまづゆらひ』1855年

復興してゆく都市の記録～広重晩年の傑作
『名所江戸百景』歌川広重　1856-58年

未来に活かすため、今こそ受け止めたい先人からのメッセージ未来に活かすため、今こそ受け止めたい先人からのメッセージ未来に活かすため、今こそ受け止めたい先人からのメッセージ
　古来、大規模な災害は世界中の至る所で発生してきました。とりわけ、日本は世界的にみても、
地震をはじめとする自然災害が多い国といえるでしょう。人々はみずからの経験を後世に伝えるた
め、災害に関する記録を残してきました。現在の災害対策を見ると、先人の教えが活かされている
例も少なくありません。同時に、これらの記録は人類が長い歴史のなかで繰り返し大きな災害に遭
いながら、そのたびに必ず復興を成し遂げてきた証でもあります。
　本展では、日本を中心に世界各地の大災害と復興の歩みを歴史資料から明らかにしていきます。
　熊本大地震の発生から1年をむかえるにあたり、困難を乗り越えた先人の声にあらためて耳をか
たむけてみましょう。


